
設問番号 設定区分 備考

― 府設定

（１） 府設定
（１）－１ 府設定
（１）－２ 府設定
（２） 府設定
（２）－１ 府設定
（２）－２ 府設定

（１） 府設定
（１）－１ 府設定
（１）－２ 府設定

（１） 市独自 追加
（２） 市独自 追加

（１） 市独自 追加
（２） 市独自 追加

― 市独自

合計の質問数 15

通園している園児のクラス（年長・年中・年少）、お住まいの小学校区

問５．現在の幼稚園における預かり保育についてのご意見
自由記述

問２．預かり保育について
就労している場合の預かり保育の利用状況
預かり保育の利用日数・時間
就労している場合の他の保育事業等の利用状況・日数・時間

母親の現在の就労
母親の就労日数・時間

幼稚園児調査項目表（案）

設問概要

問１．保護者の就労状況
父親の現在の就労
父親の就労日数・時間
父親の家を出る時間・帰宅時間

問３．就職希望について
父親の就労希望
母親の就労希望

利用したい保育サービスは
幼稚園を強く希望するか

母親の家を出る時間・帰宅時間

問４．保育サービスの利用について
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子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

（幼稚園児） 

 

 
幼稚園児の保護者の皆様へ 

～ご協力のお願い～ 
 

平素は、本市の子育て施策にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 

本市では、子ども・子育て支援法に基づき、平成 27年３月に「枚方市子ども・子育て支援事業計画」（計

画期間：平成 27年度～平成 31 年度）を策定し、子ども・子育て支援に関する施策を総合的かつ計画的に

推進してきたところです。 

 

この度、本計画の計画期間が平成 31年度までであることから、この計画を引き継ぐ、第２期計画を策定

することとしております。 

 

第２期計画の策定にあたって、市民の皆様が必要としている子ども・子育て支援などに関する施策の必

要量や施策に対する意向を把握させていただきたく、市内にお住まいの幼稚園児のお子様を持つ保護者の

皆様から約 2,000件を抽出し、ご協力をお願いすることといたしました。 

 

  なお、この調査は無記名であり、皆様からのお答えはすべて統計的に処理し、回答者が特定されたり、

他の目的に利用されたりすることは一切ございません。 

 

調査の趣旨をご理解いただき、本市の子育て施策の向上のため、ご協力いただきますようお願いします。 

 

  2018 年 12 月 

 

  

 

 

 

ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、●月●日まで 
にご返送ください。 

 

 

【問い合わせ】 

枚方市 子ども青少年部 子ども青少年政策課 

電話：072-841-1375（直通） 

FAX：072-843-2244 

メール：kodosei@city.hirakata.osaka.jp 

 

 

 

※同計画の策定にあたって、市内にお住まいの就学前児童を持つ保護者の皆様から無作為に約 3,000人の 

方を選ばせていただき、別途アンケート調査を実施しています。  

 一部調査内容が重複するアンケート調査がご自宅に届いた場合につきましても、再度ご回答にご協力いただき

ますようよろしくお願いします。 

ご提出のお願い 
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アンケート調査票 

 

アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

  
  

園児のクラス 

※通園されている園児のクラスについて☑を記入 

□年長クラス（５歳児） 

□年中クラス（４歳児） 

□年少クラス（３歳児・満３歳児） 

お住まいの小学校区 （             ）小学校区 

※不明な場合は、お住まいの住所をご記入ください 枚方市（      ）  丁目・番地は不要 

 

問１ 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

（１）父親 【母子家庭の場合は記入不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。  

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．就労していない 

 

 

（１）-1 （１）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 週当たりの「就労日数」、

１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場

合は、最も多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の

状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

 

（１）-2 （１）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。家を出る時間と帰宅時間を

お答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。産休・育

休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

      家を出る時間 □□時頃      帰宅時間 □□時頃 

 

 

（２）母親 【父子家庭の場合は記入不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

5．就労していない 

 

 

⇒ （１）-1 へ 

⇒ （２）へ 

⇒ （２）-1 へ 

⇒ 問３へ 
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（２）-1 （２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。１週当たりの「就労日数」、

１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が、一定でない

場合は、最も多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況

についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

（２）-2 （２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。家を出る時間と帰宅時間を

お答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。育休・介護

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

      家を出る時間 □□時頃      帰宅時間 □□時頃 

 

問２ 問１の（１）及び（２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。現在の幼稚園

における預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業。以下同じ。）の利用状況等についてお答え

ください。 
 

（１）当てはまる番号１つに○をつけてください。  

１．現在、幼稚園・認定こども園においてほぼ毎日預かり保育を利用している。 

2．現在、幼稚園・認定こども園における預かり保育を利用していないが、 

他の保育事業等を利用している。 

３．現在、特に利用している保育事業等はない 

（上記１、２に該当しない） 

※親族、知人、友人等による預かりは３としてお答えください。また、親族等による預かりが中心で、

時おり（例えば週１日程度）、幼稚園の預かり保育を利用するような方も３としてお答えください。 
 

 

（１）-1 （１）で「１．」に○をつけた方にうかがいます。 週当たりの「利用日数」、１日当たりの「利

用時間」をお答えください。利用日数や利用時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答

えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

（１）-2 （１）で「２.」に○をつけた方にうかがいます。どういった保育事業等を利用されているか、あて

はまる番号１つに○をつけて下さい。また、週当たりの「利用日数」、１日当たりの「利用時間」をお

答えください。利用日数や利用時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えくださ

い。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

利用している保育事業 

１．保育所の一時預かり（一時的に子どもを預かる事業） 

２．ファミリーサポートセンター事業（有償ボランティアによる子どもの預かりや送迎を受けられる事

業） 

３．ベビーシッター 

４．認可外の保育施設 

５．その他 → （具体の事業名等：                 ） 

     

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

⇒ （１）-2 へ 

⇒ （１）-1 へ 

⇒ 問３へ 
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【参考】現在、国では、「幼稚園・保育所・認定こども園等の保育料の無償化」が検討されています。 

※この内容は確定したものではありません。                 ◆2019 年 10 月 1 日から実施予定 
 

対象者 

施設の種類 

3歳児～5歳児のお子さん 

（すべての世帯） 

0 歳児～2 歳児のお子さん 

（市民税非課税世帯） （左記以外） 

幼稚園 

認定こども園（幼稚園として利用） 

（保育要件を有して預かり保育を利用し

ている場合も含む） 

保育料が無償 

※一部対象外費目あり 

※上限あり 

 

保育所 

認定こども園（保育所として利用） 

小規模保育施設 

保育料が無償 

※一部対象外費目あり 
無償化の 

対象外 
障害児通園施設 

認可外保育施設（保育要件を有する場合） 月あたりの上限額まで無償 

 

問３ 
 問１の（１）及び（２）で「５．」（就労していない）に○をつけた方にうかがいます。働きたいという希望は

ありますか。枠内には具体的な数字を入れてください。 

 

※国では、「幼稚園・保育所・認定こども園等の保育料の無償化」が検討されています。 

 

（１）父親（〇は 1 つ） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

４．保育料が無償化されたら働きたい 

 

（２）母親（○は 1 つ） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

４．保育料が無償化されたら働きたい 
 

 

問４ 

（１） 現在利用している・していないに関わらず「定期的に」利用したい保育サービスをお答えください。（○

はいくつでも） 

※国が予定している「幼稚園・保育所等の保育料の無償化」の内容を踏まえてお伺いします。 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用） 

２．幼稚園＋預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預かっ

てもらっている。） 

３．認可保育所（市役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育園） 

４．認定こども園（幼稚園部分だけを利用） 

５．認定こども園（幼稚園部分）＋預かり保育 

６．認定こども園（保育所部分） 

７．企業主導型保育施設（内閣府が運営費等を助成する認可外保育施設） 

８．その他の認可外の保育施設 

９．ファミリーサポートセンター（会員相互の援助活動として子どもを預かる事業） 

10．一時預かり（利用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを預かるサービス） 

11．病児・病後児保育（子どもの病気時の保育） 

12．その他（                      ） 

13．特にない 
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（２） （３）で「１．幼稚園」、「２．幼稚園＋預かり保育」、「４．認定こども園（幼稚園部分）」または「５．

認定こども園（幼稚園部分）＋預かり保育」に〇をつけ、かつ３または６から１４のいずれかにも○をつ

けた方にお伺いします。他の施設より、特に幼稚園（幼稚園＋幼稚園の預かり保育利用の場合も含む）ま

たは認定こども園（幼稚園部分＋預かり保育利用の場合も含む）の利用を強く希望しますか。 

（○は１つ） 

１．はい 

２．いいえ 

 

 

問５ 

 以下の欄に現在の幼稚園における預かり保育についてのご意見等がございましたらご記入ください。 

アンケートは以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 

＜ご意見記入欄＞ 

 

 

 

 

 

 


